
協働事業自己チェックリスト集計表（現場で体験ＮＰＯ）

項目 小項目
NPO法人

市民社会研究所
政策開発研修センター NPO室

§視点１
事業実施前に話
し合いが十分に
なされていまし
たか。

視点１－１ ニーズの把握 はい はい はい

視点１－２ ニーズの共有 はい はい はい

§視点２

事業の目的や事
業に関わる意義
を確認していま
すか。

視点２－１ 事業の公共性と行政関与の妥当性

○広く不特定多数の利益になるものです
か

はい はい はい

○ 地域課題の解決や社会変革に役立つも
のですか。

はい はい はい

○事業の内容と同じ取組みが対象とする地
域で既に行われているか調査しましたか。

はい はい はい

視点２－２ 協働の妥当性

○行おうとしている事業は、行政と市民との協働
でなければできない、あるいは協働で行うことに
より、効果が期待できる事業ですか。

はい はい はい

§視点３

それぞれの役割
が明確に整理さ
れていますか

「新しい時代の公」では、行政と民間が公共領域を担いあうことが示されていますが、話し合いの場で次のことを話し
合って役割などを明確にしていますか。

○ 役割分担 はい はい はい

○ 責任分担 ？ はい はい

○ 情報共有 ？ はい ？

○ 問題発生時の体制 ？ はい ？

§視点４

事業を計画的に
進めています
か。

事業を進めていく計画に、次のような内容を反映していますか。

○ 事業の目的 はい はい はい

○ 地域ビジョンと事業の方向性 はい ？ はい

○ 実施計画と収支計画 はい はい はい

○ 実際にかかる費用の分担と予算管理 はい はい いいえ

○ スケジュール管理と進捗状況 はい はい はい

○ 事業の進捗を客観的に判断する具体的な
成果指標

はい はい いいえ

○ 成果物の帰属 はい ？ はい

○ 事業の完了時期 はい はい はい

○ 事業終了後の方向性の共有 ？ はい はい

§視点５

参加・参画の体
制づくりは進ん
でいますか。

視点５－１ 当事者性 はい はい はい

視点５－２ 対話（コミュニケーション） ？ ？ はい

視点５－３ 意思決定 はい ？ ？

視点５－４ 事業実施体制 以下のことについて話し合ったとおり実施できていますか。

○ 役割分担 はい いいえ はい

○ 責任分担 ？ はい はい

○ 情報共有 はい いいえ いいえ

○ 問題発生時の体制 ？ はい いいえ

§視点６

事業企画段階で欠けていた視点や今後必要とされる仕組み、
制度等はなんでしょうか。

・こちらに人件費など積算基準
を持ち合わせていなかったこと
・事業遂行上の経費（事前打
ち合わせなど）など打ち合わせ
ができなかったこと

県とNPOは相互に異なる価値
観や組織の目標を持っていると
いう認識をもって事業に取り組
む必要がある。その前提がない
と要望等話し合った内容につい
て同じ事を話していても認識の
ずれが生じ、共通理解がきちん
となされずトラブルになると考え
られる。委託元には、事業を進
捗管理し、共通認識のずれが
生じた場合は、そのつど認識の
ずれを修正する役割が求めら
れる。

この事業は、過去３年間
の蓄積により実施してき
ているので、行政側（NPO
室）が対応にとまどうこ
とはないが、県職員の研
修とNPOのマッチング等を
実施しているNPOは少ない
ので、今後この経験を地
域に還元していく必要が
ある。


